


－

－



監畿諦壌特集 号 督オ腔・隙1しこllて
ま阜一　朝－．り　勉

霊雪漂悪質蒜辟許繹雷轟
宮詣品呈’言‡
たらr籠蝶、害す也弓の
－不の祝人為．ヰ′外
隼て刊書革、こ・一丁来
し＿ヱ3年1逐息てい

〓
璃
興
起
．
つ
魚

も
殆
．1一は．、

1、l五滴矛ふ．南轍に伍電工食の息喝
l’「　r

っ濁．違やせ．署、大ノ祓監掛両輪句・芝皇重茄下狛と
星
亨
之

l菩l この
は
ら
め
、
官
苦

？
b
宅
初
に
が

人
か
げ
3

鳩首踪轟轟
ノ　よし隻、乙＿．†L m歯▲ム

ぜ前庭考

丁－
マ

封夢・ヨ発射言草ことーこうすく
方、ザ茶二箋づ高磁性が畢実りこ竃つ
ゝり二軍転もこ町軒中位拍師輌塊

∴㍉言∴∵
l
－
イ
三
唱

㌣
痙
あ
も
雲
完
敗
衿
は
九
∵
小
を
ケ
ダ
九
づ
輝
は

取
を

了

　

＼

・
．
．
－
　
　
＼

1

邦
書

協の産を告、rl．吏苫声数旨でけど、ぅ
5－．′‾縮豆っ七味の各市も駐雇五二た動；呵短二号．っ．た、ガ、骨

、‘－∴「＋∴∴・
長寿を串ベル戸畑甘み十手J

そ
カー1
－
年
生
者
耀
↓
㌍
昔
境
ぺ

′
，
′
．
1
ヽ

雪碩革
且
叛
、
1
．
こ

、．噂‖、．．．、．．一、－‥．．一

凋
結
け
靂
律
謂

ん
予
言
ご
寸
に
匡

『
フ
せ
ザ
竃
苗
－

ド
∴
∴
・
・

で
壌
今

号
度
心
棒
よ

曇
りl
今曇．

あ
ー
、
l

鞄

敬7さけ萄77、研卓．二

槌
酌

寺
入
り

た

侭
で

ー
名
田
フ

ヽろ
に
．
あ

≧フ‡．

こ

た／号．、

tlに一き、内項乗が畢離与ヽ1

C
フ
⊃
げ
音
字
ご

ら．れ′3、、当元＿甘．塵舌若痔

今布が無わi下痢患下山

瞥
i
．
．
㌔
書
れ
ん

〔
㍉ ヱ

ク
了の 苓

やl
／夕

ち笠亘このノ瑚

声
い
け
訃
ら　L

岬に角
ひ
・
0立言ヱ

ら
覗
寸
は
・
璃
界

か
鳴
首デ、畑層待、．畠や烏

愚も．．計乾せ　一乎声、蝶．で謡う泉で骨亘－，山1Tい．号Il．‾こ
tt．」ケ∴ヰ呈地＿弓．引一一一・番恥．くれ「∴祈り淳‡亀lこ．贅為ちこ重

最
箭

ミ
り
㌧
…
・
u

つ
∂
．
含
　
あ
　
に

詑
断
絶

亨頭、よ璃纏、がんfyl三者1）亨つ

と
た
い

卜1享ボ、早馬ハチ、アブ芝ク〕／kの．毘軋七柊斗
闇

　

†

之

二

7
．受注載患吏’甘た、＼阜
Ⅹ里ミキ半可し17、両考短頂の

チ雫義認オ’∴絃
ヽ

ノ　　′’．　ケ

一一一一ヽh＿

′／
〆ぞ

．．一j，1°ヰ・‾．‘

警酎

主

や

　

隻

、、・いず小

ニケユ痴顔蝉苧千二二∵
∴、、㌣専ら
、　　’こ、h

、－

ノ・－‘　′、・・P

．【’’‘‾’くこ．1・一．・一・一

撃・、・二賢　二一
サ・・～kで．∵∴’’へ・・・、、
，．－・．．．一一、．てヤナナ＿

・▼．r．どこ．－．＿．．・

こ．．こン・・‘〆ご‘‘二・・ふここ♪
・・ここ，ふさ．ド

′メrワニ　／

短奉賛軽異義云‾二．そや．⊥戚出
了‘∴　∴聖意志



、恵一略章軒野㌣・・・
．汀巨」
J
・．杵′

紅十虹か豆 ヱL′…・…・導・r－．1－－－＿＿＿′．一ふ．一一．

紅二∴コ∑言端十ゼ淘　才．斗

達
が
予

ー
．
士
♭
分
う
ら
ガ
や
た
ら

サ
鼠
．
れ
々
輸
璧
貫
首

し子
」
∵
「

C
ニ
ー； ミ∴Hl

朱
㌧
誉

711、．

声
〔
L
h
∴
こ
、

中

二

・

　

∴

÷

子
音
と
∴
ノ
丁

．

「

、

1

．

　

㌧

　

∵

　

1

．

・

F

、

　

－

－

　

・

・

Ⅰ

て
．
ト
一

「
｝
　
r
L
．
八
手
㌻
ノ

T
J

∴
し

「
じr

T

J

ノ

一

－

．

－

∵

．

▼

1

∴

∵

　

　

！

　

三

戸
粒
体
㌣
‡
卜

夏．
11三‾．‡二言ヨ

・

－

．

－

ヽ

ご
γ
　
「
－
せ
∴
し
　
コ
ノ
今

イ
予
て
が
・
ヾ
、
ワ
・
ヨ

ト
〕
／
∴
3
、
エ
ア
、
「

し
ヒー

、た．
定

一
ゴ

「
「

餞軽なし1
サ・ヒヰべ、

譲霊
椚よ　う・∴ろ

F一号、イ‘う・

斬
れ
領
収
恥

ノ
∴
′
一
声
丁
か

二
㌦
」

、

　

　

　

　

－

こ

ご

　

一

字

∴
ト

・

こ

ノ

ー

4

4

ト

一

′
、

．

－

1

、

ト

．

一

∵
書 ふ

よ

こ丁、

ト
、hJlレ

＼

′

　

ノ

　

ヽ

′

　

㌧

バ

ナ

ー

1

－

　

1

H

．

　

1

シ

．

丁

－

よ
二
王
工
言
／
＼

こ
せ
千
年
亘

を
ガ
．
1
－
．
㌔
く

三．

：Lニー

、、J

ノ

走査去二史－

㌢
寮
一
号
・
粁
藁－

J
雫
二
や
こ
ね

・

、

‥

「
辛
増

血
爪
革
肯．
′
　
／
し

．
芝
k
土
予
喜一
亨
・
・
こ

三
笠
十

八
日
l
け

小
ノ
ア
土
．
L

才
′

よ
し

へ
ノ
上げ

ヽ
ワ

ヽ
∴
J

H
I
 
nこ

不
u
JJ

l

ら√；1

し重
IT－

ll・－1－，

J j　ノ

二

　

∴

「
う
．
．
く
べ
ー
・
う
．

T7ユイLリ

・1　1

「
芹

は
ヽ
■
ノ

叫
∴
ヱ

「
牙
ナ
尋

「
ぺ
d石

、
七の

1：右こ’「－「∴∵∵√

＼1：溝アノー・J．
一二・ノrJ q

トT－・ノ・、りT
・h　′i・「エ・くノ、、

ガ
㍉
、
ノ
㍉
、

′
∴
柄
ヾ
1
．

・．：－・↑・、に、・・ 男
、
ガ

凍
∴
㌧
㌢

ヽ
∴
－∴
　
．
L
h

．
′
ゝ
・

ノ

　

∴

・

・

、

∵

　

∵

葦
・
辛
つ′．

∵

・

　

い

五・・芸バ・二十タ．、十＿・ツ∵マ．三∴訂こげL

でれたダニで「朽享有石最中膏中
デ、－・∴　、、： ㌫‾ノ了ノ・トく、畔、1．1「l二・

、十？告＼上‘こ士＿t豆云‾塩甘敏寸布豆

誉子ノダ多く、

か・1葦
」、、．還1・・

㌣
∵
上
ヒ

「定言豆を瑞t
h
一
。
う
り
　
し

ト
㌣
・
、
I
q

P
」
－
・
・
－
・
t
．
1
1

、
h認
嵩

丁
五
′
t
t
I

の
圭

て
・
T
 
l
㌧
」
・
し

l

ま竿－
′・ト母密ヒ元町
三、、ミ、え三才フlぅ、・

竹
子マ
ネ．′小

、
4

）

　

＼

′

h

I

I

I
T
、、

事
－

L
L．

呵
．．に

、

1

．

一

フ
㍉
ト

∵
ノ
）掟㌧亙傲ノ、

イ
泉
北
㌧
J
ふ
バ
満
会

号
で

日ソ・㍉）．

十
二
三

′
ニ
ー
一

二弓ヒ昔の去し∴、．餌
11

た止＿まう＝葡沃一見で

≒ナて竹く　せ羞わノ1
ミ
そ
こ
も

岩
穴
轟

、
二
　
十
年

h
、
・
・
ハ
・
∴

紅
に
完

了
丁
で

－
二
　
3
．

7
．
位
．
こ

三IL仁、ァ三℃∵シの

エノ気心拙司書尋
納
りマ「♂
′
‥
．
里
こ

持
し
し

ノ
．

．

1

　

コ

ア

ウ

　

t

I
－
、
．
J
u

、

t

′

し

∵
急
㌃

イ
　
伊
．
1

芝こ
糎憲

二
／マ

何
升
こ

十
、二

・

．

、

ゴ！Lてこ㌘‘ぅヵ

港市ゑ町

下
手
ど
草
や
耳
龍
山
各

T
二
骨

－

モ
＼

う

ニ膏史無品且下すノ＼玖
臣j苛、つて首、、1塾

t「皇れ上凰－た崎

－

　

　

　

－

Ⅰ

　

　

　

　

　

　

　

I

　

　

　

　

－

巧
に
豆
上
皇

キ
ト
‡
・
イ
P
ノ

J
・
J
r
k
．

弓、イ
3七、碇ケ▼L符子音耳と揉工

競ったり、エ／キつ 下

圭コ屯．う二紋耳やイ三l膏等が駁多

・・－‥lE

甲
と

つ
J

努
耳
覇
と
ビ
私
鉄
　
八

ノ

　

　

I

ヽ

・
、
．
1
日
た
れ
聖
当
字
ち
T
∴
7



う
畢
夕
軍
と
李

よ
て
牛
車
き
直

し
ツ
ヰ
て
紹

㌶
轟
恥

ガ
ガ
く
し
－

に

い
ニ
ノ
多
々

各号了、人懐に…1「シが牒
今のイ各が才、り、とこ，にもイ

「
∴．
瑚
・
疑

キ
ー
．

・
、
・五メ、、一基宰こ亀等

らィ、’．ヒし　け入、つ1二、1等に

　

ナ

ウ
亨㍉・ブイ三三一上しこけ＝宣言者

71I寺等．＿とち畦や爪音は空
が1→牛ノク巨、勺ラフI㍉号亘ご巧

h

　

ヽ

サメ
／

丼
二
ユ
十
、
芋
で
皇
虹
㌫

言
．
∵
∴
・
・
㍉

フ
・
「
寸
言
年
オ

そこて二、しよう良いユ■／う

呈卜手尺、今のしわで七．．㍉

こ
、
町
〓
今
昔

・
リ
．
ヒ
メ
巧

み

束

7

7

に

／

ハ

ブ

＝

のこ
ノ
ヽ

1
　
　
J
・
．

二
．

－、111

4

在

り

手
長

ノ
、

や

”

y

l

J

ノ

′

　

　

ノ

ユ
ノ
ド

星川二舌下予

葺ら．れ苛‾す．
け、そJしい

て、∴・、・1

l
叫
と

い

　

ヽ

ノ

C

．

、
ニ
語
末
1
－
ナ

三

、

1

1

、

．

－

、

＼

　

J

、

こ

ノ
＼
君
声

亨‾アゲハー1食∫－
った凡です．六三

′

u

－

1．－H

T

、

∵
〃
U

へ
bで

「
．

も
．
互

．
．
・
J
・
叫

lPす．

ト
荷
で

丁
′
ご
ノ

H

T

 

r

け
い

ざ
妄
γ

聖上T r　6

でキ〕三一

の1Tふ
仝

二
∵

†
り

ス
つ

て．．－

・
・
・
∴
、
J
㌧

ぞ
レ
し
、
み
．
、
′
劃

こ

ガ

二

義

竃
十
し
・
・
リ

れ
㌣
け

∵
∵

∴
ノ
ー

．

L

▼

†

り

　

ヽ

こ

号

ノ
コ
U

い
し

”シh
∫

乞、T

彗
l
一
門
住
子
L
L
ご
っ
い
ろ

3

．
、
＼之

ヽ
ヽ
′

ヽ

介す車∵」
井二・・二二二ゝ　妄＿J
！1

瓢　t．
一／－1、11

．

こ

∵

・

い

．

．

∴

」

ぜ
ス
′
ご

、
ウ
、
l
？
イ
十
音
昔
や
ゲ
憂
∴

え
っ
芝
、
㌢
ん
∵
虹
言
も
と

「ト
．
二
L
・
し
「

T
h
仕
丁
t
失
ド
二
つ

㌻

ゲ

し

午

㌦

ヒ

7
、
ぺ
．
〆

裾
に
∵
当
l
T
ヰ
ヒ
・
亀
戸
位
芝
ゲ
イ
喜

〓
「
T
等

ぞ

呼

集

一

口

u

の
す
り
八
二
㌦
乃
、
亡
∴
∴
け
〓

疋
7
㌧

J

、

ヽ

．

′

＞

十
．
彗
薫
．
笑
モ
ク
弓
子
バ
ブ
．
、
と
互
ハ
ノ
が

菅
旛
畢
き
一
マ
と
り
夏
ア
サ
の
に
骨

、　　ノ　ノ

ご、、工

t㌻

りこ三　二．†‾！1．。サリ

．∴「’∵・⊥ヽ－．し・＿、
サ
ハ

が
攻
守
も
皆

や
骨
寸
八
五

浄
最
多
渾
宜

輯
す
け

轟総譜TJ t「∴㍉・・り　汀L dl勺

気心賠禎附吐けた
こ3があり、サーミリ

に
　
1
．
．
し
け

い
キ
ー
汚

畢重患は自
す．けで．キ阜
う　で耳目／亨

駈あた．1トは、▼吏ヵ
水と号1＼l号

千へ‾牢怪

、
貴
家

「1．、．

て
4
脅
昔
ヒ
ビ
唐

薫
i
l

′
、
ま
1

lフ甲ji、さ卜萄「斥∴早

う1．亨．号　し7÷メI．’り　ニ

1＼IT

の

〃
ア
バ
丁

T

 

T

ノ

丁

に
ア
ヤ
キ

目

玉

寺

号

十

γ

4

．

r

t
．
た
竜
一
b
正
／
±
っ

い
い
ヒ
一
食
．
了
イ

つ
け
　
の
け
ず
．
『
し

“

ド

仰

F

と

ぜ

七

・
〆
転
サ
㍉
畔
．
む
・
録
【
m
警
告
、
鼓
帆

ニ
穴
ニ
ー
をH 

L
梓
・
数
ぐT。ノ乙．ジ主も綴、I＼．．声音！丁二伸こう

思痺ゑ魂

lワ　ハ「言

‘・・、．∴－・・：

＝ニ＝＝ニ顎サr∴　こさこ・、売こゝ＿

′・・・ノ　ー一一

工手宰」，迄二∴ノ，，′ノ、

（新り勉）
中雲咽ろ上峰嘲

ノウ、．＿



先
王
－
∃

d
山仰3年　磁

「工噛ニウニ∵
ヨワ

らわれ各矧て潰童賓藁です官毘靂箱の愈喝としこ市名で
jコ　テ　亘　こあ　　わノ旺盛．

′コ主ノ1コ・与・ヨ　ウ

私財の碁蛙がやゝ討くオはのは面白い．

吾甘　いに乱　れ∂普通種か季節勺芸　がむご、し、、五

．

ノ

　

　

　

∵

て

｛

ノ

　

い

⊥
ソヨ

　

～

′
十

t
T

－

0

ノヨ

風
は
空
風
吋
比

プ
レ
ヽ
つ
′

ず
、
ク

ふ
為
、

い

　

つ

ぐ

わ
サ
ギ

と

　

ナ

厳
．
サ
芹
ノ
・

に

正

り

上
ノ
山
て

ゞ

1

　

線

一

日

　

か

ゎ
＝
、
・
1
い

ル
　
甘
す

占
∵
ら
エ
蜃

仁
一
・
・
．
ミ

ガ
か
髪

い

く

ー

一

が阜一位の革装
、

く

Jす温

　

い

革
廿

ノ
、
1
ウ

ダ
廿
も
冊
数
舶

中旬にかけて
さぬ才かこ締ら

な

よ

　

の

　

　

牒

ヴ

け

け

音

ウ

姑

甘

く

小

、

圧

し

　

ヨ

〓

ノ

　

壱

よ
□
　
い
．
ケ
争
ノ
老
′
己
．
牟
′
f
 
n
描

l
コ
高
梨
ゲ
ふ
朴
ヂ
略
す
示
二
個
キ
ど
れ
㌻
㌻
亨
可
紆

（シ鬱当主各ヨ弟唖

？・貌1月の終生をくりかえす音漣迫7°、食草ぼ刀

：亨、のい

ノ「立ヤ

．ヤマト

お今後

粗
ソ
与
牒

た
た
∵
う
二
ぐ

っ
革
だ
梯

稀
の
．
∂
太

一
こ
工
∴
　
み

。
十
．
再
．
と
　
ヒ

曾
・
擬
は
．
こ

ー
車
生

了
に
啓

‥
ナ
“
∴
∴

一二‘ト：ニ

鰭
月
白
つ
1

キ
ヨ
感
賞

牟
く
「
す

に
ら
諌
止

都
．
又
（
、
げ
、
玖

な
み
げ
か

l
、
漬
行

ー
す
た

　

ミ

1　　・

、

＼

＼

詭

　

土

ゞ
∴
ソ
去
、
h
J

青
石
l
哀
て
す

す

し

　

っ

（

　

－

空
相
ノ
に

草
子
当
々1レ

、
一
寸
、あに券

1

　

1

　

1

1

ヽ 呟老一生し淑子で、軋ら7－日ま各地1こ脅迫で一畳叫を食
＝

／　　　ヽ

伺

l
ノ
∠
互
云
二
回
ナ
ノ
芸
甘
て
い
・
、
ノ
且
＝
d
p
T
マ

モ
宇
5
．
ス
経
キ
T
を
リ
・
確
も
招
領
J

意

も

二

項

　

万

言

竹

　

前

　

論

ら

わ

・ノ　　．ソ

ごiい一・

，
ワ

た、、ク＼

＼

ユ

重

石

T

k

久

ト
句
五
ふ
ナ
足
の

・
マ
中
ミ
ル
　
汀
3

ヤ
再
べ
こ
ノ
蒐
〓

コ
ウ
ノ
エ
下
役

宙●
Lサブコ

．
．
J

二
．
∴

．い－・

ヽ
ヽ
＼

外余也クで
ご
軋
、
ン
摘

コ　　ツハ“メ　Lむl

正・・．．、

て
が
戯
見

目
・
・
　
＼

よ
払
え
佃

q

 

j

フ
一
∵
・
一
・



lニ水牒畑主家す甘
．
、
．
、
ヽ
1

息
易
は

　

訃

そ
几
二
空
臥
フ
下
γ
∵
置

珂

先

手

ら

手

上

マ

ス

矛
ぼ
絡
笠
二
可
ド
良
一

ノ
蒜
日
．
ぞ
見
解
ら
ノ
「
一

今
グ
？
互
ヒ
二
「

l
r
J
マ
澄
∵
ふ
ミ
ノ
二
トT↓
1

音
貫
け
〆
．
畢
　
）
．
骨
宕
了∵ユPlか♂担‾‘‾

直惇

慮
租
甘
ぐ
れ
後

ニカ

J
麿
甘
L
A
T

レ
こ

こ

－

で
葦
′

中
年
か
と
、
フ
ま
、
ウ
l

H
ト
＼
∴
豆
か
．
薫
か

・

　

・

　

．

い

・

　

．

、

・
．
．
′
′
、
J

．
k
I

小
頭
7
ふ
隼
挽
甘

け

席

去

こ

こ

　

日

夏

ヒい

太
守
吋
－
ブ

コ
ノ
一
フ

種
ク
㌢∵、・－

蓮

田

　

フ

・ふ　H．「

外
茸
わ
倉

会
手
か
・
串
カ
、
、
．
ニ
ッ
さ
甘
言
㌃
タ
7
言
∵
r
甘
云

、

、

ヽ

、

仁
　
の
　
ハ
多
古
り
か
為
替
か
∴
ド
′
し
孝
二
甘
よ
こ
汀

阜
∵
J
L
カ
て
再
ル
j
♪
双
恩
柳
と
老
上
手
鬼

と
：
抑
け
締
．
隼
乳
、
尺
脚
と
ふ
八
㌦
辛
∴
新

ミ
て
当
か
げ
と
く
一
之
う
梓
三
㌦
づ
釆
隼
の

ご
す
す
ト
・
∵
∵
逆
井
く
、
フ
登
ハ
〆
　
フ
（
寮
内

．

、
ュ
子
ザ
聖
揉
叛
爪
大
成
・
あ
月
見
省
く
ノ
＼
∪

い

ー

　

　

　

　

　

　

　

　

ー

即事F

ず
　
T
r
グ

1‾

何

百

日
、
早
〆

丁
√
H
J
7
、
を
璧
ノ
．
〆
告
会

手
芸
憲
嵐
費
考
／
＼
蛮

ニ

乞

く

年

取

に

絡
よ
す
掛
＝
食
餌

ヤロ

ダ
放
す

い
T
．
が

、
り
3
　
ス
、
乳ヒ・▼、＼

、

1

ブ

ノナ

IJ

打
∵
け
てト
．．

あ
劇
　
j
二
日
′
ん
曲‾「
（

据

リ

こ

　

　

す

　

か

∵

ヒ

百

　

L

錐

ヒノLと、、一高

71の粗額に
均と捌対席
の了、会草Z
ク＼わか∵）甘

J

　

レ

L

d

〃

　

♂

甘
J
∂

臣

．

－

う

　

に ん

K

へlh

h

・

，

フ

⊥

K∴

∵

吏
∵
村
・
、
＼
違
身
元
ヨ
粛
よ
椅
廠
元
g
云
ヒ
丸

ミ
・
駄
方
言
ご
∵
詣
げ
－
二
二
ず
温
泉
の
功
こ

ル

ゞ
い
い
、
・
、
・

七
城
代

り

何

者

ル
．
戚
2

・
前
か

0
∵

D　　サツマニ

未婚I訂風膏

硯圧せノブ生

時事〆くり7震
禦
榊
霊
繍
抽
整
禦

前
頭
K
．
南
都
辟
解
菌
リ
ヰ
ヮ

、
－
鼻
音
石
く
j
）
に
小
の
乞
ヒ
ま
え

j

よ
会
友
～
漣
揮
予
見
錬
れ
局

の1・矛ぼ

と久重リ、肇言打∂‾会屋
㌧
ノ
．
ノ 争なく　て1才し、、丁・融いこしう求井1

梓のこきカし次最で五三㌔つ封宏マ・弓は．
0　ム〒「けキ　ミLごミ

人体者達′綱はL皮革71忍ノ冬し仔ヒ′く・い．一一一阜中点ら′八・う．各∵適の撤泉
碓汀とIt電食とす・ゴル
軒
格
は
．
L
K
で
触
敬
、
ユ
句
が

午
監
督
て
多
ゝ
型
乞
∑

l
よ
漫
l
甘
ミ
庁
ノ
ノ
、
－
ノ
竺
各
醇

し

レ
レ
∴
‖
′

疫
か
よ

触
し
思

ド
八
葺
l

卑

し

に

隼
よ
拡

け
巾
♂

足
音
付

と
．
仁
、
ソ

屠
蘇
は

2
・
K
鋏

の

　

′

人

　

了

く鉄壁l叩4呵
′iつま

正
す
音

Y
釦
多
在

日

ノ

　

に

遼
芽

ガノ
′

1

］二鞍

末．：萩＿

」

と
∴
扶
繹
あ

そ
宵
に
二
子

若
j
登
碓

ガ

レ

す

げ

才
毯
宴
祈

り
を
草
食

‥

　

∴

　

　

・

‥

ノヾメ

わ珂
ゝ
石
見
・
ま
＝
ヾ
＼

すJ水、単者げrdT傍白、預
り多、、．粗衣の奮、、叶首三吉

弧が各地にカ、常連ノ展覧甘え∫阜9中土
次ノいけ？・劫去食孝げネ刀・ン音でヒノーと叱

欠．’

才可lこ確入′77からて1・丁望・－　1的
か
賂
与
太
ヂ

よ

　

フ

強
ぼ

周会醜ki7有名71みJ．多．点地托

♂重・J宴席．7・才一一正′√碍吹け守夫

下フ久1可

軋

瑠

フ

　

し

拳
⊥
ノ
、
つ

て
で
食l、
キ
ク
ヤ
ノ
J
J

ま
え
ん
放
亡
、
産
併

ツ

甘

の

　

〓

　

く

ご

ン

宅

か

、

こ 甘
を
か
、
、
債
　
二
／
音
韻

言

萩

多

　

売

＝

　

ム

型

下

司

一

が

ミ

に

争

　

う

氷

畑

与
チ
型
ご
り
に
、
、
、
デ
．
ど
康

リ
オ
象
、
ン
中
年
デ
フ
型
紙

に
ナ
j
た
こ
蒜
1
7
が

争

デ

の

バ

・．∴・・

朱穣
たt

く、：∴∴

げメ　ガ、

一

∵

　

　

∵

ニ

β．ウ

型
仰
卑

丁
数
で
．

c

3　年下
二言言、、

荷電烏
0　ウ　う

．私製が．
渚融十
〇　　コいイ



r

∵

＼

イ

r

L

饗

・

l

・

レ

㌣・㍉．ト．・ア

ン！．P　も
．－4

8

て
．
・
．
H
ヒ

・

．

・

．

“

圭
訂

誓
言
・
。叫

（五・一・三編D
「・l∵一

ヱ、十・年ユニ八

了の血丁、＝吉ら、丁サトノ丁ト骨相
」空自ナ巌∵て青い）、1号1ヒんビン告輔に′号・

ヽヽ　一

こし＼い卓．わふメ舌ら司、＿鞋∵一昔、吏

で、「右岸九可に苦

「

㌧

「

＼

コ

ハ

「

　

　

＼

∴・・

了2．と、考
〕、3三由り

下E　あせ

しこフitと

・二止り．
‾‾Jl官、亡

早し 、
．
、

JrI与／ヽ

丁
の
㌢
l
T
巧
r

ニ・∴：・・

こがら、・舌

丸
い
、
串
＼
」
心
頭

！これ㍉ミ　召．が4巴汀、異I
・しlレ

′ノミく，一一　こ　てラ比了

、

　

こ

　

　

ノ

．

．

　

1

　

「

．

．

L

 

T

登

布

石

中

外

∴

∵

？

ル

、

巨

乞

リ

l
。

ナ

高

∵

字

音

l、

不

声

可

、

高

く

鰭

葺
ヾ
い
ハ
ヨ

希

号
く
＝
！
わ

・∴く・・

言等・！ノ合一つて

写
7

－
．

、
丁
ユ
ォ

ヾぎ〔

拉
亡
「
ム
仁
サ
テ
ハ
ノ

†
：
ノ
十
十
：
・
r

h
二
で

亨
且
ュ

薮

自抽こl言責、って亀乙一驚卑可・ふ
日

廿
で

き
じ
等

＼一針ミ巧守‖■東新彗／鑑別、轟巨境lミ用恥で

兇クと
J‾0妄粧′妄一穴睾‡
・・ぺ 吊の出

Ll県う羊
3、二かニIT，）可

ゞ

　

し

き

囁
患
l
音

ヨ
咋
の
り
ら

乳
ノ
「
叫
∵
上
声

ヽ

マ
リ
｛
㌶
阜
ゑ
憲

ヽ

．

へ

ノ

　

　

　

1

、

．

／

∴

　

J

・
ハ
ノ
ろ

l

「

′

J

丁

．

1

－

ノ

ミ

C

′

て

・

1

．

、

リに尋［‖＝隼∋

rこ　っ．Z誓　自白わが
轟・函灘融にえ守㌃・f′1－号

rT域、これらの悪〕．両立璃坤二つttたち、少々舌
デー・鞋ズ、ドL子平フて、－1瑚あ亘　とノ厄
てソ三1！つ　と

十補佐は
ち∴調えlユも4号へフォ甘い　L　に‾澤雇

iニ‾‾フ＼1

こね
山
ノ

こ
、
！
・
－

璃Lつ

k
C
ダ

一
・
．
一
．
‥

L
P
甘
わ

ー
．
し
　
土
レ

、
ウ

＼l
h
1

、
一

∴牛
－
「
レ

、
て

町
で

．

r

レ

＼

、・：、

た巧も

／、‾ユ
′1．．－1　　－

百
五
で
瑠

症
、
、
ふ
∴
．ュー

lJLI
立
よ

が

∵
　
∴
・
・

石
＝
亨
の

・

、

J

・

し

・

－

¶

貴
市
に
て

里
聖
書
÷

由
『
午
′
声
等
，

．

へ

．
　
′
、
．

フ
こ
琵
哩
詰
り

し

一

又

∵

勘

窮境一恵恒心キ〆高絹製1

う
．

ヱ薔真
弓と’lrlて「す

ちlて巧さ
雫
苦

へ
T
で

け「卑

・で「ぺ一七

一‘Tイl㌧己

い弓射憩

篠が今年てこ，＼－1持分／小才恒長っ斧車の
り周ソバ、と
き㌦「はあリ

均
舞
ん

重
複
二
鳥
急
㌻
喜

グ
の
イ

ォ
マ
芽
わ
牒
リ

∴

二

・

一

ク
や
J
ガ
ニ

L

　

昔

け万イl音すれ

せム、4ヰ汀

と
つ
コL甲に

ワ
T
d
V

イ
い

寺J、d守男ネ

L
と
ラ
　
フ

．
′
′
．
．
‥
旬



ていた展、糸緑もすげ顔まで訊つ㌍・L4、しこ｛うち2．、声L一㌢り丁三　の・げ、イ記、戸．

エ／ギ、．私頑を苓ど、l叫）かった・不・わ、車H．ハできでt射しヨも州斗入丞事射し

慧・重．1しうう．羊危時のうら，Jのつ／＼ぎルイとけ瑠「ll者．

J、く上、菩五、．、芥tを書ブl†芽フ材一韓日隼L巧桓緒方こ　てあげ1、、lた、今
偽口、もつ巨、乙寸フいつ主語虜言誉元舌鉱、・音雪白これ1、171Ll三もい、木

村、ス叫の射甘l巧lt、顎一念七．斗・耳ます‾1、戸〔L塾1‥．七才十王、

rヽ、グーヽ＼＿グ＼J㍗＼茸、し∫＼グ＼」γ＼J

Iq古I再－の

望荒の勧乳母
アナ八十ヨウ碕・

ナ7ザハ　　3㌧　軒潮　餌乞町中、頭

オナサ㌣声＼　十、q、缶　可）－．去年各町専烏

習えずテザ八　叫、3　碑・・l）　むル′・〃卵

ヤアでIl j、lO．

ケ07で●、　　叶、篭

わナスアヾ′、JlL軋

モゝキγでIゝ　　k3、

ミ1印すへ　　払、鈴

すす曾千アヂ／、　製、単

軸コうアヂハ　¢、丸

タデバサラ勺糠．

昔細、　ネ・1
ヒ才ド乙チョウ　3、幼．

ゴマゲラ号ちら　虹、：吋．

イ皇寸キ今▼ウ　3、日
タ、I1

1iえす　　　　息∴b

イ手篭3gキ1ウ　年、叫

ツマナqビラ’ちモ1霹エ

ビ柑ゲ再舟汁
ユダ膚JT＿　亨A

タqt鵡1　　ユー1

bナウナナミ或hl．＿

紺や今　●・．t・
キ曾す亨亡■せ貪、30

転すすマ帝．も、∋、

恥嘲　・む　′・親

御　一一り　　・・・で〒

弘　一9）　．．〃A宇来

町叫．・′　ケ′′習馬

仕；均　　一　れイ昏窯

場や）’・‥　ケ

賂1割　　．・′撃や‘

F＼」7＼Jr＼J＼Jr＼－r

予と皆的碑
r

、－ア号べで．て。、しト、汚、

！ミヤマtとリ　3、礼

く軒嶋I　　・・シ寄歌

作　ノ叫　　〃　ケ御荘啓撤

軒叫）　一．‥　畢範

浣慧l　霊吾専濡風脚
餌Ii】）　訂軒描沌且

紆咄）　”∴、鴫

齢t†．紡朗．‥‥‥44

中米　伽■け

塵瀧　脾■町

如．
＆敬　榊J
勲　賂嘲

中東　什見事 り
・
7

官員、

手樽覇

予㌻巧豆朝
べここゞ三　　き、‘コ0

リ」りとジ’三　‘3、io、

．∠ヽ・〒‾甘キシ　　Ll、

．ペ！マ1、三ご’ミ、コ、23

年、リマ三ゞミ　3、10、

、つげアシゞき　コ、待、

ううナミ袈　j＿ll

：4うサキ勺1ミ．3、1

iミ、ゾ如再こら、主・

脅コシ
l
ヨら車†

轄こ三ロ、　3、28

スヂゲ戊．う、ヰ、

．ツマグロキ．2、22

普杓う’乎→
L

iYノマヤやl〉、3・、沌

中米

官軍．

急増J

・∴・㌻こ．

守軋

専楓

クク．

1′　　t′．

二r・取、

誓
警
㌻
∴



i

i

・

1

，

l

一

－

′

L

巌
且
㌣
圧
十
虹
圭

一

ミ

　

J

n

い

、

l

L

・

I

一
㌧
U
・
－
・
・
1

．

翳

　

／

．

∴
遭
騎
慄

Q
u
＼

し

′
十
寸
土
て

品　▼『

アフン

．
・
L
J
十
．
・

野
が
潤
す
ブ

ここ∴　＿ニー一こ＿＿ご＝こ．．ミニ．ごて＿ご1

〟

紹

用

材

り

1

ぎ
ノ
て
響
㌧
　
ト
ヂ

＼
．
．
1
L

＼／／．／／′ン．／

ヰ著書・J意ユニ璃

憮nTヽ

も号・く♪′

禦
譜
町

lL轟軋れ

ターフけ

与、、．く、“

↑／令に

鳥
）
廿
ヽ
ハ
．
〓

－
－午
．
㍗
と
で

ー．∴

：　－たこ｛こ云、毎

干ワニ士，′いJ

年吉♀芝逆ノ主
音李守．・慮く‾吉∴・

L、　・‾で一Ir

L　′ニート率いニ＞・⊥－JノL

lニ！、・，頂。一・才r・－．†ヨ

．

苫
草
薮

fヨ　き．リI

－　フ・の声≠

掛譲言
J－こ∵・－I、

1　日

l：鉾

7、5

ヱ
怒
声
斉

「
㌻
J
円

H

L

　

「

．

　

い

し

．

T

・

l

 

n

　

　

ト
r
一

・
．
ノ
　
二

が
っ
J

71　．

？
∵

ヨト言、一・てノブヰ主上凍上「㌦言帝つ上声・・描
kL．．

バ

・　1　　1・

ヶ一、号：L r「l『立見ずり′j　一、′　子吉萄L在を．「二．＼、‘1

，二了とイ亘∴一二一°、二　∴L Lllコ．亘＼一声㌧汗　亘声㌍レ

靖
牢
T
J
．
レr
L

箱
で
パ
ノ
、
＼

′

　

　

　

、

l

ヤ
、
り
お
え

在
誓
．
誉
！
ノ
．
ル
ー

芝、√）

・1、7・．

汁へ
「

l

・

、

、

・

　

　

て

l
、

h

ィ

∵

・

∴

　

言

二

　

㍍

∴
ノ
・
．
一
己

ノ
ニ
つ
一
。
バ

ン

　

い

1

1

　

1

・

ふ

［

　

1

・・∴一・・

∵∴‾ 昌一1t‘L

J㌧
と魁

い
．
・
I

U

¶
1
　
　
1

・、dピ一
㌧

去7
㌧

－
G㌻

　

b

h

′

－

．

、

一
七

．ヽ．

まし－言説蘭革鴻転蹄主項諦坤軋中期丞再成）．
ヽ

′

3

、
I
J肯ム．

ヽ

－．甘．等です厄吐かも沌二，ニーー
＿抒ん．孝r蕾）l

か－一正「け音容「ユ古山叫　ハノ軽て綾瀬LUを淫溌醤千勘・r‾り声．．1叫だ叔豆
ろ　三　二　～∵り∴∴　亨

戸・「∴上ユリ

．

ノ

　

・

・

ハ

r
イ
1
．

′
へ
ヽ
．
二
．
ナ
ノ

づ
1
ム
l
、

亮
・
一
J
㌢
旬

′
け
－

T
J
t

ざ
H
．
リ

’．i！．う　‖・∴。こいやレh辛∴上井パ弓十声ノ．乙．畠岩．一亘上′・フ・プ㍉
、

、
∵
㌻

LlJ．
サ
ノ
L
L

．ヽH．ヱ

て
∴

・

ニ

ー

r

′

ソ

ー

1

・

・

1

．

、

　

　

　

一

一

∵
L

h
l
ヽ
ト

．
′
と

．
ご

・
あ
、

㍉
り
コ

ツ
．
．
ト
ト
ー

t

h

　

ノ

　

P

一

たのノ
令

．

ノ

ー」

丁　重ト

。　－．・

lt・シ

子守守「た＝叛㌣■悠来重雄苓1　　－、

′

し

7

とJ

l
 
I
一

轟
を

ご威
圧

しー
、賢諦

－
H
・
し

毘
L

－輯
㌢
だ

・
l
ハ
、
．
．
、

J

L

　

」

」

丁
、
・
ぺ
ト
、

1

・

一

′

じ

・
ト
　
√
l
甘

れ二・∵

比
J
辛

／
＼
．
♪

畑一汗茸白

三！．綜阜・・ぞ

立ち阜∵㍉．「・1－二1t．、一六ご写すt、∵∴∴∴

号てかメ∴∵完チ亮一だニ訂「ころイ‾ 男
こ
缶
▼

丁
己
1
7
、
l
I

′
ノ
〓



慧鵠孟宗蒜警㌍聖霊品雲豊音畏雷・雲浩三眉一隻．ニ禦
下
万
l
竜
t

は
「
l

こ
、
り

篭が「

毒舌亀tT

欄、l末

事
巧
で
、

他
出
恥
部
卑タ

コ
号
巧
打

ヽ一
・
∵

tし付ヱ
ヽ
J

去
ブ

ド
U

へこ

づ

コ
し
け
畢

kうり．
ヱヤ1

l、
乙
．

、
、

で
↓

仲
十
↑
．

レ
云
右

や
．
∴
∵
㌧

1
1
ろ
冊

フ
こ
与
．

・
・

－
－
－

紅投錨い、＼「、
jo伺担敵げ目星▼言

十
・
‥
い
、

の鴫n官尊は7－了　ノー
3．い再掲専気

て
　
八
㌦
「
＝

つ

　

っ

軋
琉
号
で
羊
璃
て
「

寺
上
伸

と
「
ハ
l
り

つ
け
暮

P
巧
L

J
甥
、
且

げ
、
．
策
綿

l
ニ
J
‥
‥

り
言
∴
・
し

翌
た
句
．

句境
予て7・」湾

今
け
一
軒
言
∵
勲
だ／

フ

　

計

が

ソ

し

フて．

の
目
し
′
伯
．

l可lダーモア雲．Z、今
た∴れ三上言に∵Ht

’も、う、象や‘乞うゼ‘L・き

純音笠鰭
・．え

肯けパ　ラクザ蚤
！1号に．ン一号　㌔

にじ′′1吾、一・一凍ト毒し末㍉・

」「．．l′李つた、キエ巨∴

㌻

　

㌦

1
J
l

l
h
ノ
ー
一
．

・
㌧
・
．
・
、

、

　

　

▼

斗
∴
－

そ今

1‾・′．、

た小・J、穿、れ1日吋＼い∴　瞳Lで・い六、二・；

酌U疎い扇打若十い互

炉吋ご・・－・∵一

丁吟和痛勘号㌦司中「巨”章
【つ罷とこふて辛い1こもエーで．あっ／∴r・、

一・・㌔苛、 ダチノー＼サご明し針＝掟年三．一

へ

し

　

二

肋

鵠幣岩誉㌍㌍一書㌍ノ
《一は何の不ヨ注守豆　で‾．子持あた4㌧ノラ・予‘′

’乙やっ　た
一
」
リ

児一乙い・苗と

一
二

間力、L号がら
七着ヒ聞砿Iて

㌢

史

よ

3

′

′

　

、

′
、
J

∵
∵
ト
「
苦
持
一

17

丁

子三

し
併
晋
膝

T
C
か
つ

持

し

っ

1

／

「
㍉
、
リ

、
、

芝
目
㌻
王
㌣

リ
一
し
．
宏

周
で
転
　
l
ハ

「

ュ

㍉

」

・

－

．

ト

、

．

リ

　

∴

‥1「

ヽ

、＝㍉

1．

㌣
し

「
しん

ノ
　
巧
．
⊃
一
ク

誅
籠

♭
恒
良
・
し
六

、
こ
．
．
1
∵
t
y
り

H
．
．
．
－

llと里う1
呼シガー喪率ヨ専

∴
r
′
　
ハ
∵
リ

∴

＝

！

l

、

．

．

ノ

J

　

こ

て
－
．
ツ

芋
二
言

二
三
与

マ
b
永

い
り
1
．

－

・

．

　

1

－

薫

ノ

に

　

J

．
1
ノ
．

T

っ

、

ハ

・

岬

　

　

　

．

1
．
．
、
　
㍉

1

．

－

　

ヽ

．

、

誉
k
．
．
u
、

′言
霊

．
‥
は
　
苗

－

′

　

－

I

n
∴
ノ

、
、
ノ
　
少

？
E

ナ
言

・
－
・
　
ヽ
・

．

ノ

上

　

か

吏
・
7

「
ユ
‥
一
．
ノ
つ
、
ノ

コ
・
ノ
∂
三
ノ
．
判
り

勺

正

∴

H

 

L

1
㌧
、
∴
．
い
T

Lを「：こ∵巨、

僻イアビワ缶‡冬♀三代敵短音鍵エ仁的川1年肴曳

鮎
㌫
．

コ
、

L
C

．

、

．

－

、
喘

▼
り
t

ノ
′
「
・

ヾ
∴
〝

こ
“
＼
・
．
カ

上りつた・町村言告一弔」で‖・一号小一ンた二
r・J一・トレーーIL

、弓‾∴えcl皐　で下寺へコ宣一一1パ′　′’

ゴーこIテ．完・ニ…・一身事、r二二・一
、．、－－

・了昌言岩言　ぐ恒蘭）

、一はい
て
Jけ

、

一

・

J

r
l
l

．！

l

I

　

　

－

六
、
人

バ
空
言

．

　

－

　

一

エフ‘し・，；1

i l′＼

’．J斗∴・

L
 
L
・
工
言
「
　
か

．
い
ー

∵
・
㍉
．
、
．
汗
．

、
＿
一
司
昌
二
八

ト

ご

＝

〃

卜

　

　

一

・

十 －
・
l
・
・
メ
積
㍗
ん

ノ

．

．

－

一

、

ノ
．
．
ノ
て
ノ
・
ぐ
、
・
J
l
t

n

・

工

　

∴

ド

ニ

「

電

　

1

1
‘勺

d

し
こ
腰
丁
、
′ぐ7



習
／
．
・・
帯
がシイ

（’元一至】靖夫）

用主Dlヨ昏語でI．キ乙両年三筒的一斗．kJll・∃嘩ゴ、3酔いヰ‾ぢ－帝

率い姉、描真紅迂んでとの．開鹿川叫笠la柏崎ゞ寺側接骨
・葦をす、和ニ′でLl耳か棋聖が一多と、ろ重砲こ寺っ吾トラ、事よっ政雄珂＼瑚

乱　軒コ。書強∫噂才、悸　Uo下．岬）しすいコ沌い人上－ニー1上ら専・い，

・・l一転日加日和坤か凰（嗅崎守主項中華症状元帥げ如．
凍上、、．ヨ高上早主1ココI寺七、、在コ1つ－フらぐhl、＼モ‘．kかわ、らプ㌧り巨一冊．

ハ　「て

周雨、1軌年年を軸言紺わ溝ぞ・馴丁、ヱイフ亘碩相良したと

霊′鵠詩聖認識票鵠盈悪語
：諭告再L一雪・㌍　吾ブL重7試丁半　こきヨオトこの一丁且又う吐

■し守ったので卦ヨ歪一堂西音リー蝿㈲メL右－」磁気ニ＼九1、－た拍
ソ．1、、′－

ノ・二lイ打吊5こ亘性、（一頼む抜かで・で1「ちヨう銅。穴刺し子芯らく翻たりぅぅ‾1
．・－君っ11、tが．意中．二の喜んで、けゎコ旬雪当寺のと令汀で1、絢コイをに号フた

尋っヂ柿かっ下町です・「ツマ・三三一こ三、と丸で＼、．し矢、ニJしけ「イ：1・1ヨ短一オ

ン＿．声‾華の．で、融翌Z『、追加上り望ら十千⊇洲シアンし1終唱′だヽた、－ヨ
と中温紛，jD98時上－こ青竜と芝にf了牙加功再殖産畔巨畑餅胤
窓か紬為り・紳1恵。ブドこ、う簿は完′ちご相打をウア・山号して士の芝下村
畑二人、山芋．・

・・G　甘、学でシジ．…
占・・，＿も示現醸し汽こき単告で下れ哺軍にL写し千号．．肇ク武闘抽て増とiとしてゼtlま・L嘲

・：．抽岬王書1、、苦し蕗がダブでしモ、輌軋くらんで増して叫で瑚凧L寺し管とこ3箪締ミキフ乞い

十七∴和敢甑∫し仁巾で4号う乙フ碇で軸多は、′Lり三三三と承ら膏絹サ不幸昌守（新明か）

〕亘糾堅離轍高圧蛸机滑河主ガ・キヒ剛球机蜘梢と．奪乙見事もッ、1、1号かつほ

転糟叶闘転時木酢症、ぅ、勺已ふじ子用紙濱か画王少しサフ大崎癖Jそれに73ザ蛸夜

－ことうそ畦如才すえ2し、っ←Ll小封度下に雛と産宣㌢軒け履、助、賊′ド如たとこJ和書卜う．ろ号女末寺弓ので

塙ス乏うう軋ヽうい下と二王勘でらTjLらし等鵜．甘∠、示、りトま与にしてもつ陀野牛希－く、ヒ1上へとL71

了γミ7tL等つ下．Tつすり為葦んLlL＼モヒこ、ヲこの粗にLl　と←悪汀号オっだ牢昏刀．昌之輯　ことがデをヽ牢

・「号の音雪解lこうっ．したとニiニ鵜舟再華南山裾本陣頼政直し等ワ屯．・心事所領撫孝玖げ．
1

・や唖‘擬す・－よいうこと瑞3、、、・∠ウP、っh上っ1－、号沌「ユ3Tぐ、血げぅ．ネら売女すィ、し「ぞ骨生

・塊野卑璃捺し1．弾もつけて姉鵬11、でイあ3．人人上唆1こて．　揮い針薄郎　　ノ

ア　ミ畢ドァサ、
、（軒l・か）

．lhノ打欝接着フて∋仰げ約号し斥甥こ有㌫油がLいとこ3Iが払帰で璃訓．笥鞍ちとこきkかでき亡安、、

丁．ビ班1尻この藷ミ嘲、で夜中打ちう坤73塑ご　りJ号丁・・

1Lらのこ卜将官千振弘の約4％・rめ堅物で敦末で－工とい；やら・賎碑も缶も与1mうで耳．ナザ

∴芋こて、ワラ椛1ご、寸璃▼－こ和し五一寺号′揮いトつ豆姉でェ矢7弓ことダ」あてて刀で五



鞄庄日精え・早見貴書、鞠l・l艶

り富岬拍坤〕、昨年糾問心して、、戸車り三て叫、キアユナ†亨無芝“よtl咋和こ肇才ことに号った予定

韓2佃畔王、ぁ叩粛玲こより’伸丘ヾて一三線百一ニ・たわけ瑞3、如震。千鳥幸平両紙融

掛軸、甘串のト石二丈甘正喜1予とjl、J星瞳で末3滴句さん映エー‘樋r才13．．い．刊Lもええ－げ山道．和せう
r

l

き、．い？た←こふ、一現下　可彩乙で革3．

「虻学舎－ヨでしょ糊
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人を軒描坤や．高射涌き軽も栂・・写り；・て三ド佃－マツ三ド一代如畔ミニ∴こ、さて71ツマ立

郎√潤、か．三1．1庸飾この浮、磨けつ千・㌢し1、虔平は甲掠．れ束品勘正吾よi・：、二ヨらミニ汗∠ヂ・丸、

郎郎呵車転・症ヴえ紙紡ぎ＼・ろ・中熟す、攻や斥けフ至りと・中元　くさ、子I童の療斉　ティ∵母娘

漸ご右へ密ヱL画すP今さ、派花汎こ7、－㌍・3崎蔚柵、して・ノぐ豆再㌣轡枇所柚成して
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rソ

軋．もの如才マ環こ本革甘雨，尊ヵ、十ハし〇一・lL和むt・ニミグ声ノ小の椋こにインし－LLr‡し
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